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各 位

取 締 役 社 長
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当 社 は 本 日 開 催 の 取 締 役 会 に お い て 平 成 24 年 ６ 月 28 日 開 催 予 定 の 第 67 回 定 時 株 主 総 会 に

資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分に関するお知らせ

電 話 03-3758-0181

取締役業務管理本部長問合せ先責任者 太 田 譲 二

１．資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

資 本 準 備 金 及 び 利 益 準 備 金 の 額 の 減 少 並 び に 剰 余 金 の 処 分 に つ い て 付 議 す る こ と を 決 議 い た し

当 社 は 、 本 日 公 表 い た し ま し た 平 成 24 年 3 月 期 決 算 短 信 に 記 載 の と お り 、 繰 越 利 益 剰 余 金 の 欠 損

記

を 計 上 す る に 至 り 、 こ の 繰 越 欠 損 を 填 補 す る と と も に 、 今 後 の 資 本 政 策 の 柔 軟 性 と 機 動 性 を 確 保

当 社 は 、 本 日 開 催 の 取 締 役 会 に お い て 、 平 成 24 年 ６ 月 28 日 開 催 予 定 の 第 67 回 定 時 株 主 総 会 に 、

ま し た の で 、 下 記 の と お り 、 お 知 ら せ い た し ま す 。

２．資本準備金及び利益準備金の額の減少及び減額の方法

（１） 減少する資本準備金の額及び利益準備金の額

資本準備金 円のうち 円

その他利益剰余金及び繰越利益剰余金に振り替えるものであります。

会 社 法 第 448 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 資 本 準 備 金 の 一 部 及 び 利 益 準 備 金 の 全 額 を 減 少 さ せ 、

す る た め 、 資 本 準 備 金 及 び 利 益 剰 余 金 の 額 の 減 少 を 行 っ た う え で 、 剰 余 金 の 処 分 を 行 う

2 599 500 000

こ と と い た し ま し た 。

4 759 500 000資本準備金 円のうち、 円

利益準備金 円のうち、 円

（２） 増加する繰越利益剰余金の額

その他利益剰余金 円

繰越利益剰余金 円

３．剰余金の処分の要領

2,599,500,000

312,000,000

2,599,500,000

上 記 の 資 本 準 備 金 及 び 利 益 準 備 金 を そ の 他 利 益 剰 余 金 及 び 繰 越 利 益 剰 余 金 へ の 振 替 の 結 果 、

4,759,500,000

312,000,000312,000,000

（１） 減少する剰余金の額

別途積立金 円

（２） 増加する剰余金の額

繰越利益剰余金 円

（３） 増減後の剰余金の残高

別 途 積 立 金 の 全 額 を 減 少 さ せ 、 繰 越 利 益 剰 余 金 に 振 り 替 え る こ と に よ り 、 欠 損 を 填 補 す る も の

繰 越 利 益 剰 余 金 は 1,388,323,004 円 の 欠 損 と な り ま す の で 、 会 社 法 第 452 条 の 規 定 に 基 づ き 、

で あ り ま す 。

1,450,000,000

1,450,000,000

（３） 増減後の剰余金の残高

別途積立金 円

繰越利益剰余金 円

４．資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程

（１） 取締役会決議日 

（２） 株主総会決議日 （予定）

（３） 効力発生日 （予定）

61,676,996

0①

平成24年6月28日

平成24年5月18日

②

平成24年6月29日

５．今後の見通し

上記内容により、当社の繰越欠損は解消されることとなります。

承認可決されることを条件としております。

の業績に与える影響はありません。

な お 、 上 記 の 内 容 に つ き ま し て は 、 平 成 24 年 ６ 月 28 日 開 催 予 定 の 第 67 回 定 時 株 主 総 会 に お い て

本 件 は 「 純 資 産 の 部 」 の 勘 定 振 替 と な り ま す の で 、 当 社 の 純 資 産 額 に は 変 動 は な く 、 本 件 が 当 社

以    上


